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研究の目的

鉄道ラーメン高架橋の床版は、通常は支保・型枠を設け，場所打ちコンクリートにより構築するため、工期や作

業ヤードの確保などが課題となることが多く，これまで，これらの課題を解決するため，トラス鉄筋付ハーフプレ

キャスト（HPCa）版を用いた鉄道ラーメン高架橋の合理化施工方法を開発してきた．

本研究は，これまでの HPCa 床版工法に関して，さらなる適用性の拡大および安全性の向上を目的として，HPCa

版の張出しスラブと中間スラブを一体化して架設する方法を提案し，柱・梁・中間および張出しスラブの接合部を

モデル化した試験体の載荷実験により，従来の場所打ち RC 造試験体と比較し，HPCa 試験体の構造性能を確認し

た．

技術の説明

これまで開発してきた HPCa 床版工法の架設方法は，中間スラブと張出しスラブが分割された HPCa 床版であ

り，それらを別々に架設する工程となっていた．本提案により，中間スラブと張出しスラブが一体となった無支保

工張出し HPCa 床版を一括で架設することができ，工程の短縮、型枠・支保工の簡略化などの施工の合理化を図

ることが可能となると考えられる．また，事故防止を配慮した安全性も向上し、新設およびリニューアル事業で想

定される狭隘な場所における直上施工や営業線との近接施工への適用性も拡大するものと考えられる． 

主な結論

モデル試験体載荷実験の結果，降伏点，最大荷重，剛性に関しては HPCa 試験体が RC 試験体を上回る．また，

最大想定設計荷重程度において，HPCa 試験体のひび割れ深さおよび幅は、RC 試験体より小さかった．その後，

さらに荷重を増加させると HPCa 試験体の圧縮縁にある高強度の PCa 版がひび割れ進展を抑制する傾向にあり、

ひび割れが分散した。 

以上より、片持ちスラブにトラス鉄筋付プレキャスト版を適用した場合、従来の一体打ち RC 造の接合部と同等

以上の構造性能を有していることを確認した．したがって，片持ちスラブの設計に際しては、一体打ち RC 造とし

て設計でき，適用に際しては，在来工法からの置換え設計による施工も可能である．
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図-1 適用性拡大の概要 写真-1 載荷試験状況 
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要   旨 

 
 著者らは，これまで，トラス鉄筋付ハーフプレキャスト版（以下，トラス鉄筋付HPCa版）を用いた鉄

道ラーメン高架橋の合理化施工方法を開発してきたが，張出しスラブと中間スラブを分割して架設するた

め，張出し部に支保工が必要となるなど，さらなる施工合理化に向けた課題があった． 

そこで，中間スラブと張出しスラブが鉄筋を介して一体となった無支保工張出しHPCa床版の一括架設

方法を提案し，その構造性能を把握するため，柱および梁，スラブの接合部に着目した実大モデル試験体

を製作し，一方向単調載荷実験を実施した．その結果，一括架設工法の構造性能は，従来の一体打ちRC

造の接合部と同等以上であることを確認した．以上より，片持ちスラブの設計に際しては，一体打ちRC

造として設計でき，本工法の適用に際しては，在来工法からの置換え設計による施工も可能であると考え

る． 
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Synopsis: 
   We have been developing the construction method of rigid frame elevated bridge using half pre-cast (HPCa) 
slab which introduced pre-stressed to rationalize construction for several years. However, it has some issues to 
establish more rational construction method, such as simplifying election method for overhanging slab. 

Therefore, we proposed one-time erection method for HPCa slab which be joined intermediate slabs to 
overhanging slab with reinforcing bars, and we carried out loading test. As a result, we made sure that the basic 
quality have sufficient performance by the experimental results of the full scale specimen simulating the junction 
of the slab and the columns and beams. 
 

 



 

 

1. はじめに 

現在，鉄道の複々線化事業，あるいは道路渋滞の緩和

や開かずの踏み切りの解消を目的とした鉄道連続立体交

差事業（以下，鉄道連立事業）が都市再開発の中核事業

として展開されている．このような事業では，鉄道の高

架化が推進され，構造形式としてラーメン形式の鉄道高

架橋（以下，鉄道ラーメン高架橋）が採用される場合が

多い．上述した都市部の高架化工事は，営業線の近接状

況下という狭隘な条件で，営業線を切り回しながらの施

工，あるいは営業線直上での施工が求められる．そのた

め，工期短縮や作業ヤードの確保などの課題が生じるこ

とが多く，その対策として，高架橋の合理的な施工方法

の開発が強く望まれている． 

上述した背景を考慮し，著者らは，標準的な鉄道ラー

メン高架橋構築の合理化，省力化，急速施工を目的とし

て，トラス鉄筋付ハーフプレキャスト床版（以下，ハー

フプレキャストを HPCa と呼ぶ）を用いた鉄道ラーメン

高架橋の合理化施工法を開発してきた 1)．開発した工法は，

鉄道ラーメン高架橋の柱および梁を構築後，プレストレ

スを導入した床版設計厚の半分以下のトラス鉄筋付 HPCa

版を架設し，これを支保・型枠兼用として，場所打ちコ

ンクリートを打設することで一体の床版を構築する大幅

な施工の合理化を目指した HPCa 床版工法である．また，

トラス鉄筋付 HPCa 版を用いることで，曲げ剛性を高め，

部材厚を薄くし，軽量化が図れることで，揚重機を大型

化せず，施工時の安全性と品質の向上を確保し，狭隘地

における急速施工を可能にするという特徴を有しており，

これまで，西日本旅客鉄道株式会社大阪外環状線久宝寺

工区高架橋他（平成 14 年 4 月～平成 19 年 2 月）2)や京急

蒲田駅付近連続立体交差事業第 4,6,7 工区本線土木工事

（平成 18 年 10 月～平成 21 年 7 月）などで適用されてき

た． 

一方，これまで開発してきた本工法は，従来の場所打

ちコンクリートによる施工と比較して，型枠・支保工の

大幅な軽減がなされているものの，スラブの架設に際し

ては，中間スラブと張出しスラブを別々に架設する必要

があった．加えて，張出しスラブの架設時は，支保工が

必要であるなど，課題も残っていた． 

そこで，本研究では，本工法のさらなる施工合理化を

目的として，張出しスラブと中間スラブの一括架設工法

を提案し，実大モデル試験体による構造性能および架設

時の挙動について検討した． 

 

2. HPCa スラブ一括架設による施工合理化 

2.1 HPCa スラブ一括架設方法 

図-1 に今回提案した張出スラブと中間スラブの一体化

による一括架設工法の概念図を示す．本研究で提案した

合理化施工法は，これまで分割して HPCa 床版を架設し

ていた張出部の片持ちスラブと中間スラブのトラス鉄筋

付 HPCa 床版を下縁側鉄筋およびトラス鉄筋を介して一

体化することで，一括架設を可能にするものである．し

たがって，本工法により，これまで以上に施工の省力化，

無支保化を図ることができ，また，狭隘な施工条件に対

する適用性の拡大も期待できるものである． 

 

2.2 提案した合理化施工法の確認方法 

本研究では，今回提案した合理化施工法の構造性能を

確認することを目的として，RC 鉄道ラーメン高架橋の配

筋等を模擬した張出しスラブと柱，梁に着目した実大モ

デル試験体を製作し，以下の実験により，提案した合理

化施工方法について RC 梁とスラブ接合部の構造性能を

確認した．なお，本実験では，特に張出しスラブに着目

した実験とした（図-2 参照）． 
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図-1 一括架設による施工方法の概念図 

 

試験対象区間

図-2 試験対象区間 



 

 

(1) 構造性能の確認 

構造性能の確認実験では，在来工法を模擬した場所打

ち RC 試験体と比較して，提案した工法の HPCa 試験体が

どの程度の構造性能を有しているかを確認するものとし，

一方向単調載荷実験における降伏耐力，剛性，ひび割れ

および破壊状況等について検討し，特に最大想定設計荷

重レベルにおける損傷状況について着目した． 

 

(2) 架設時の挙動確認 

架設時の挙動確認実験は，HPCa 試験体の製作時に，架

設時のトラス鉄筋付 HPCa 版の挙動を把握する目的で，

場所打ちコンクリート打込み時荷重に対する載荷実験を

行い，張出しスラブ部の挙動について確認した． 

 

3. 実験概要 

3.1 試験体 

図-3 に各試験体の配筋図を示す． 

試験体は，RC ラーメン高架橋の張出しスラブと上層縦

梁，中間スラブの一部をモデル化したものとし，在来工

法による施工を模擬した試験体（以下，在来型）と今回

提案した合理化施工方法による張出スラブと中間スラブ

に HPCa 床版を用いた施工を模擬した HPCa 試験体（以下，

HPCa 型）の計 2 体を製作した．いずれも実物大規模のも

のであり，試験体の線路方向の幅は 1000mm とし，載荷

在来型試験体 

先打ち部

HPCa部
後打ち部

先打ち部

HPCa部
後打ち部

HPCa 型試験体 

図-3 試験体配筋図 



 

 

治具の固定のため，張出しスラブ先端の下面部は水平な

形状とした． 

表-1 および表-2 に使用したコンクリートおよび鋼材の

力学的性質を示す．また、表-3 に本試験体の想定設計断

面力を示す． 

 

(1) No.1 試験体(在来型) 

在来工法をモデル化した試験体であり，一体打ちで製

作した． 

 

(2) No.2 試験体(HPCa 型) 

張出しスラブと中間スラブのトラス鉄筋付 HPCa 床版

が，スラブ下側鉄筋とトラス鉄筋を介して接続されてい

る試験体であり，HPCa 版を型枠として，スラブ上層は，

場所打ちコンクリートで構成されている．また，中間ス

ラブには，実施工時と同様に PC 鋼線（1S15.2）が配置さ

れている． 

HPCa 型試験体の製作は，実施工を想定した製作方法と

し，トラス鉄筋付 HPCa 版設置面までのラーメン高架橋

梁部に相当するコンクリートを打込み，止水・不陸調整

用のクロロプレン（以下 CR）ゴムを設置後，トラス鉄筋

付 HPCa 版を設置した．その後，スラブ上側鉄筋を配置

し，後打ち部分のコンクリートを打込む手順とした． 

本実験における HPCa 型と在来型の主な相違点は以下

の通りである． 

① HPCa 型は，在来型よりも高い呼び強度のコンクリート

（張出スラブ：呼び強度 35，中間スラブ：呼び強度

50）を採用している． 

② HPCa 型の下側鉄筋は，在来型が D16 に対し，架設時

の照査結果から下側鉄筋が許容座屈応力度を超えたた

め（座屈長は中間スラブと張出スラブ間＝760mm），

D19 とした． 

③ HPCa 版の設置に際しての施工性を考慮し，縦梁の線路

直角方向の幅が在来型より 60mm 大きい． 

④ 一括架設工法では，中間スラブの打設時に無支保施工

とするため，中間スラブの PC 鋼線にプレストレスを導

入するが，本実験では，張出しスラブ部に着目した実

験として，プレストレスを導入せず PC 鋼より線を鉄筋

と同様に配筋した．なお，張出しスラブは，PC 鋼より

線を配置しない構造（RC 構造）である。 

 

3.2 載荷方法 

(1) 構造性能確認試験 

図-4 および写真-1 に構造性能確認試験載荷概要および

載荷状況を示す． 

試験体の載荷方法は，張出しスラブの先端を鉛直ジャ

ッキにより載荷する方法とした．なお，載荷方向は，張

出部に着目した試験であるため，一方向単調載荷とし，

風荷重のアップリフトは考慮しないものとした．また，

載荷は，載荷点の鉛直変位が 90mm まで実施し，張出し

スラブ先端で行うため，実際の設計上の載荷位置（載荷

分布）とは異なるが，張出しスラブの基部断面に着目し

て，基部断面力が想定設計荷重と同等になるときの鉛直

荷重として，以下のように設定した．設計施工指針では 1)，

トラス鉄筋およびプレストレスは，HPCa スラブの施工時

の検討のみに考慮し，スラブの終局限界状態，使用限界

状態，疲労限界状態の計算では，考慮しないで行うもの

とされている． 

①曲げモーメント 

曲げモーメントは，表-3 より A-A 断面に作用する最大

断面力が 137kN・m であることから，試験体載荷位置で

表-3 試験体の設計断面力 

断面力 

M(kNm) S(kN) 
性能 

性能 

項目 
項目 

A-A 

断面 

B-B 

断面 

列車最大 136.52 92.18 

高欄推力最大 136.73 90.75 破壊 

風荷重最大 132.12 60.66 

最小荷重 89.92 52.74 疲労 

破壊 最大荷重 106.22 70.76 

縁応力度 106.22 70.76 

永久荷重 89.92 52.74 

安全性 

公衆 

安全性 

(耐久性) 変動荷重 16.30 18.02 

列車最大 120.04 81.88 
復旧性 

損傷 

常時 風荷重最大 112.95 52.74 

 

表-1 コンクリートの力学的性質             表-2 鋼材の力学的性質 

試験体 部位 
呼び 

強度 

圧縮 

強度 

(N/mm2) 

弾性 

係数 

(kN/mm2)

No.1(在来型) 全範囲 27 47.4 33.8 

先打ち部(梁部) 27 34.1 31.2 

張出スラブ 35 44.0 30.5 
HPCa 

中間スラブ 50 50.4 31.5 

No.2 

(HPCa 型) 

場所打ち部 27 43.6 31.8 

適用部位 径 材質 
降伏強度 

(N/mm2) 

弾性係数 

(kN/mm2) 

引張強度

(N/mm2) 

配力筋 D13 SD345 382 194 585 

下鉄筋 D16 SD345 375 196 547 

上鉄筋 D19 SD345 389 194 576 

トップ筋 D16 SD345 391 203 583 

ボトム筋 D13 SD345 392 204 559 

ラチス筋 f 7 SWRM8 529 204 550 

試験体 部位 
呼び 

強度 

圧縮 

強度 

(N/mm2) 

弾性 

係数 

(kN/mm2)

No.1(在来型) 全範囲 27 47.4 33.8 

先打ち部(梁部) 27 34.1 31.2 

張出スラブ 35 44.0 30.5 
HPCa 

中間スラブ 50 50.4 31.5 

No.2 

(HPCa 型) 

場所打ち部 27 43.6 31.8 

適用部位 径 材質 
降伏強度 

(N/mm2) 

弾性係数 

(kN/mm2) 

引張強度

(N/mm2) 

配力筋 D13 SD345 382 194 585 

下鉄筋 D16 SD345 375 196 547 

上鉄筋 D19 SD345 389 194 576 

トップ筋 D16 SD345 391 203 583 

ボトム筋 D13 SD345 392 204 559 

ラチス筋 f 7 SWRM8 529 204 550 



 

 

の鉛直力は，せん断スパン L=2.115m（載荷点から在来型

試験体における縦梁側面までの距離）で除して，約 65kN

とした． 

②せん断力 

表-3 より B-B 断面に作用する最大せん断力である 93kN

とした． 

 

(2) 架設時の挙動確認試験 

図-5 に架設時の挙動確認のための載荷試験概要を示す． 

架設時の挙動確認の載荷方法は，中間スラブの浮上り

防止のため，H 形鋼で門型フレームを組み，ジャッキで

固定した．また，トラス鉄筋に直接載荷させないため，H

形鋼を介してトラス鉄筋付プレキャスト版の上面に載荷

するものとした． 

載荷荷重は，場所打ちコンクリート打込み時の最大曲

げモーメントと同等の曲げモーメントを生じさせる集中

荷重を先端に載荷するものとし，場所打ちコンクリート

部の厚さを 0.17m，作業荷重を 2.5kN/m2 として張出スラ

ブ基部に発生する最大曲げモーメントを算出した後，載

荷点位置における鉛直荷重を求め，9.14kN とした． 

 

 

 

 

図-5 架設時の挙動確認のための載荷試験概要 

載荷版載荷版

 

図-4 構造性能確認試験載荷概要         写真-1 構造性能確認試験載荷状況 

せん断スパン 2135 

 

表-4 試験体損傷経過一覧 

損傷経過 代表的な載荷 

ステップ 在来型試験体 HPCa 型試験体 

在来型：78kN 

HPCa 型：72kN 

張出しスラブ基部の上側で曲げひび割れ発生

ひび割れ深さ：250mm 程度 

張出しスラブ基部の上側で曲げひび割れ発生 

ひび割れ深さ：100mm 程度 

98kN 
（最大想定設計荷重程度） 

ひび割れ深さ：280mm 

（最大想定設計荷重程度） 

ひび割れ深さ：150mm 

128kN ひび割れ深さ：330mm ひび割れ深さ：180mm 

50mm 

ひび割れ深さが 40cm 程度まで進展 

張出しスラブ基部の圧縮縁で、基部の圧壊の

発生を確認 

張出しスラブの PCa 版に多くのひび割れが進展

縦梁のひび割れや中間スラブの PCa 版と 

縦梁との境界のあきを確認 

90mm 試験終了 試験終了 

 

ジャッキ 

フレーム 



 

 

4．実験結果 

4.1 構造性能確認 

表-4 に構造性能確認試験における試験体損傷経過一覧

を示す．また，図-6 に試験終了時のひび割れ状況を示す． 

 

(1) 試験体の損傷状況 

①在来型試験体 

在来型試験体では，鉛直荷重 78kN で曲げひび割れが張

出しスラブ基部の上側で発生した．ひび割れの深さは

250mm 程度であった．その後は，鉛直荷重が増加するに

伴い，張出しスラブ基部より 500mm 程度先端側上面と，

100mm 程度接合部側上面（梁直上部分）で，新たなひび

割れが発生した．最大想定設計荷重程度である 98kN 時に

は，最大ひび割れ深さは 290mm 程度まで進展し，さらに

鉛直荷重を増加させると，張出しスラブ基部周辺の曲げ

ひび割れが増加，進展した．128kN 以降に上側軸方向鉄

筋が 2000μ相当となった張出しスラブ降伏後は，張出し

スラブのたわみが大きくなり，ひび割れの増加・進展が

確認された．載荷点のたわみが 50mm に達した時には，

ひび割れ深さは 400mm 程度に達し，張出しスラブ基部の

圧縮縁のコンクリートの圧壊が確認された． 

②HPCa 型試験体 

鉛直荷重 72kN で曲げひび割れが張出しスラブ基部の

上側で発生し，ひび割れの深さは 100mm 程度であった．

その後，鉛直荷重が増加するに伴い，最大想定設計荷重

時には，張出しスラブ基部より 50mm 程度の接合部側上

面で，新たなひび割れが発生した．さらに鉛直荷重を増

加させると，張出しスラブ基部付近の曲げひび割れが増

加，進展した．いずれのひび割れも張出しスラブの HPCa

版に達すると，進展が抑制される傾向にあった．上側軸

方向鉄筋降伏後は，張出しスラブのたわみが大きくなり，

載荷点のたわみが 50mm に達した時には，張出しスラブ

の PCa 版にも多くのひび割れが進展した．また，縦梁の

ひび割れや中間スラブの HPCa 版と縦梁との境界のあき

が確認されたものの，ひび割れは基部に集中することは

なく，異種材料の合成構造である HPCa 試験体であって

も，脆性的な破壊をしないことが確認された． 

③損傷状況の比較 

在来型と HPCa 型の損傷状況を比較すると，HPCa 試験

体の初期の微細な拘束ひび割れと場所打ち部のコンクリ

ート強度の相違により，曲げひび割れ発生荷重は，HPCa

型の方が小さい値となった．一方，最大想定設計荷重程

度（98kN）および最大荷重時（128kN）のひび割れ深さ

の最大値は，HPCa 型の方が小さい．これは，トラス鉄筋

と高強度コンクリートで構成される HPCa 版がひび割れ

進展を抑制したものと考えられる． 

 

(2) 鉛直荷重－たわみ関係 

表-5 に曲げひび割れ発生荷重および降伏点，最大荷重，

剛性の実験値と計算値の比較一覧を示す．なお，剛性は，

初期（弾性）剛性および原点と降伏点を結ぶ割線剛性

（以下，降伏剛性）について示した．なお，降伏点は上

 

 

 

 

図-6 構造性能確認試験終了時(載荷点変位 90mm)のひび割れ状況図 

 

表-5 実験値と計算値の比較一覧 

実験値 計算値 実験値/計算値 

試験体 Pcr 

(kN) 

Py 

(kN) 

Pmax 

(kN) 

Ke 

(kN/mm)

Ky 

(kN/mm)

Pcr 

(kN) 

Py 

(kN) 

Pmax 

(kN) 
Pcr Py Pmax

(1)在来型 78 161 182 35.2 7.2 76.4 152 166 1.02 1.06 1.10 

(2)HPCa 型 72 223 332 36.9 12.6 74.5 220 277 0.97 1.01 1.20 

(2)/(1) 0.92 1.39 1.82 1.05 1.75 － － 

Pcr:曲げひび割れ発生荷重，Py:降伏荷重，Pmax:最大荷重，Ke:初期（弾性）剛性，Ky:原点と降伏点を結ぶ割線剛性（降伏剛性） 

HPCa 試験体 在来型試験体 

中間スラブと HPCa 版と 
縦梁との境界のあき 

縦梁のひび割れ

卓越したひび割れ 卓越したひび割れ 



 

 

側鉄筋が初めて降伏した時の鉛直荷重であり，張出しス

ラブ基部より接合部側へ 100mm の箇所が最も早く降伏し

た．また，計算値は，張出しスラブ基部の断面に着目し

て，材料試験結果を用いて算定し，HPCa 試験体はトラス

鉄筋を軸方向鉄筋として考慮するものとした． 

両試験体の実験値と計算値は，良く一致しており、ト

ラス鉄筋付ＨPCa 版においても，平面保持の仮定に基づ

いた設計が可能であることが確認できる．また，降伏点，

最大荷重，剛性を比較すると，いずれも HPCa 試験体が

在来型試験体を上回っており，HPCa 試験体はトラス鉄筋

および高強度のプレキャスト版が部材の耐力に寄与する

と考えられる． 

図-7 に鉛直荷重－たわみ関係を示す． 

曲げひび割れの発生，上側軸方向鉄筋降伏後も鉛直荷

重の大きな低下はみられず，試験終了時（たわみ 90mm）

まで安定した履歴を示している．また．両試験体とも最

大想定設計荷重時には降伏点に達していないため，想定

した設計荷重に対して張出しスラブは破壊しないものと

考えられる． 

 

(3) 曲げひび割れ幅 

図-8 および図-9 にπゲージから測定したひびわれ幅分

布を示す．横軸は張出しスラブ基部からの距離を表し，

正が張出しスラブ側，負が中間スラブ側である． 

在来型は，張出スラブ基部から 300mm の箇所で，また，

HPCa 型は，張出スラブ基部上でひび割れが卓越する結果

となった．ひびわれ幅は，最大想定設計荷重時には，在

来型は 0. 39mm，HPCa 型 0.16mm であり，HPCa 型の方

が小さなひび割れ幅となった．これは，トラス鉄筋が応

力を負担したため，曲げひびわれ幅が小さくなったと考

えられる． 

図-10 に卓越した曲げひびわれ幅の履歴を示す．なお，

卓越したひび割れとは，図-6 に示す各試験体のひび割れ

であり，クラックゲージにより測定した． 
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いずれのたわみ時においても HPCa 型は，在来型より

も小さなひび割れであり，この結果からも，トラス鉄筋

付 HPCa 庄版の影響により，ひび割れが分散し，ひびわ

れ幅が小さくなったと考えられる．また，HPCa 試験体に

おいて，PCa 版と場所打ちコンクリートはコンクリート

打設が不連続となるため，その境界でひび割れおよび目

開き等が懸念される．本実験で，πゲージにより，その

境界部の開口変位を計測した結果，張出しスラブと場所

打ち部の鉛直境界で，試験終了後，最大 2mm 程度の変位

が生じたが，最大想定設計荷重時には 0.046mm と微小で

あった． 

 

(4) ひずみ性状 

図-11 に上側鉄筋のひずみ分布を示す．また，図-12 に

下側鉄筋のひずみ分布を示す． 

両試験体ともに，張出しスラブ基部で最も大きくなっ

ている．また，同等の荷重時での HPCa 型のひずみは，

従来型より小さい結果であり，これは，トラス鉄筋が応
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在来型                     HPCa 型 

図-11 上側鉄筋のひずみ分布 
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 図心軸位置の下側鉄筋
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図-12 下側鉄筋のひずみ分布 
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図-13 トラス鉄筋のひずみ分布（HPCa 試験体） 



 

 

力を負担しているためと考えられる． 

下側鉄筋のひずみ分布は，両試験体ともに，張出スラ

ブ基部から載荷点側にかけて圧縮ひずみが大きく，接合

部内ではひずみが小さくなる結果となった． 

図-13 にトラス鉄筋（トップ筋およびボトム筋，ラチス

筋）のひずみ分布を示す． 

トップ筋およびボトム筋は，上側鉄筋同様に張出スラ

ブ基部付近で引張応力を負担しており，引張鉄筋として

働いていると考えられる．ラチス筋（トラス鉄筋の斜材

鉄筋）に関しては，張出しスラブ基部から -200mm と

+100mm 位置で大きなひずみを生じている．これは，張

出しスラブ基部周辺の曲げひび割れは，張出スラブ基部

圧縮縁に向かうような斜めひび割れとなっており，ラチ

ス筋と直交するようなひび割れ方向となっているため，

ひずみが大きく増加したと考えられる． 

 

4.2 架設時の挙動確認 

図-14 に架設時の挙動確認試験時における鉛直荷重－た

わみ関係を示す．また，図中には，トラス鉄筋をモデル

化した骨組み解析の結果も併記する． 

架設時の載荷前後で，試験体に大きな損傷は認められ

ず，鉛直荷重－たわみ関係は，ほぼ線形に推移しており，

架設時の場所打ちコンクリートの打設および作業荷重に

対して弾性的な履歴を示していることが確認された．ま

た，除荷後に残留たわみが発生しているが，これは，支

点部の CR ゴムの変形の影響が大きいと考えられる． 

図-15 に架設時の最大設計荷重時のトラス鉄筋と下側鉄

筋のひずみおよびトラス鉄筋をモデル化した骨組み解析

の結果を示す． 

トップ筋，ボトム筋および下側鉄筋とも，計算値と試

験結果はよく一致しており，トラス鉄筋をモデル化した

骨組み解析による架設時の挙動が予測可能である． 

 

5．まとめ 

本研究により得られた知見を以下に示す． 

(1)最大想定設計荷重程度において，側面から観測される

ひび割れ深さは，在来型試験体よりも HPCa 試験体の

方が小さい． 

(2)両試験体ともに実験値と計算値はよく一致しており，

トラス鉄筋付き HPCa スラブであっても，平面保持を

に基づく設計が適用できる．また，降伏点，最大荷重，

剛性は，HPCa 試験体のトラス鉄筋およびコンクリート

強度の影響により，在来型試験体を上回った． 

(3)最大想定設計荷重以降は，荷重を増加させると，HPCa

試験体の圧縮縁にある高強度の PCa 版がひび割れの進

展を抑制する傾向にあり，ひび割れが分散し，異種材

料の合成構造である HPCa 試験体であっても脆性的な

破壊をしないことが確認できた． 

(4)上側鉄筋において，HPCa 試験体のひずみは在来型試験

体より小さく，トラス鉄筋はトップ筋およびボトム筋

とも引張応力を負担していることから，トラス鉄筋が

引張鉄筋として働いていることがわかった． 

(5)架設時の荷重において，張出スラブは梁・スラブ接合

部の鋼材（トラス鉄筋・下側鉄筋）の影響を受けて，

弾性挙動をすることがわかった． 
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図-15 トラス鉄筋のひずみ分布（HPCa 試験体） 
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図-14 架設時挙動確認試験の荷重－たわみ関係 



 

 

以上より，今回提案した一括架設による合理化施工方

法は，在来の一体打ちコンクリート施工による部材と同

等以上の構造性能を有しており，本提案工法に対して，

一体打ち RC 造コンクリートとして設計することが可能

である． 
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